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１．目的  

 橋脚（径 5.5m、高さ 19.3～36.3m）は形状寸法からマスコンク 

リートととなり、ひび割れ発生が懸念された。そこで、温度応力 

解析によるひび割れの検討を行った結果、ひび割れ指数、推定ひ

び割れ幅が目標値を満足しなかった。そのため、高性能 AE 減水剤

を用いて単位セメント量を低減しひび割れ幅の目標値を満足させ

施工を行った。 

本文はひび割れ制御の検討と実施結果について報告する。 

２．工事概要  

 工 事 名 ：第二名神高速道路 大津ジャンクション工事 

 工 期 ：平成１６年７月３日～平成１９年７月１７日 

 発 注 者 ：西日本高速道路（株）関西支社 大津工事事務所 

工事内容：土工事、法面工、用排水工、橋梁下部工（橋台５基、 

橋脚６基） 

３．ひび割れの検討  

3.1 温度ひび割れの解析条件 

図１ Ｐ３橋脚  ひび割れに対する検討に際し、６基の橋脚のうち、4～7月の気 

温が高い時期に施工するＡランプ橋のＰ３橋脚（径 5.5m、高さ 26.  
2m、図１参照）を解析の対象とした。解析モデルは図２に示すよ

うに 1/4 断面とした。コンクリートの配合は 40-12-20BBであり、

単位セメント量は 489kg/m3であった。解析結果は最小ひび割れ指

数が 0.49 となり、ひび割れ発生が避けられないこと、ひび割れ幅

も制御できない結果となった。そこで、高性能AE減水剤を用いて

単位セメント量を 341kg/m3として解析を行った。 

3.2 温度・応力解析結果の評価 

 目標ひび割れ指数は、土木学会・2002 年度制定コンクリート標

準示方書（以下、標準示方書）により、ひび割れ幅が過大となら

ないように 1.0 以上とする。ただし、ひび割れ指数が 1.0 以下の

場合は設計配筋量をもとにひび割れ幅で評価する。 

3.3 ひび割れ幅の制御目標値 

 ひび割れ幅の制御目標値は、標準示方書の許容曲げひび割れ幅

(0.005×かぶり=0.42mm)とコンクリート工学協会・コンクリート

のひび割れ調査、補修・補強指針に示されている補修の要否に関

するひび割れ幅の限度(0.3mm)を満足する 0.3mm とした。 
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図２ 解析モデル 
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４．解析結果  

 解析結果を図３～５に示す。温度の最高値は５ロ

ットの中心部で 76.1℃を示した。躯体中心部のひび

割れ指数の最小値は材齢 60 日以降に発生し、0.67～

0.96 であった。応力の方向は鉛直であった。これは、

中心部の温度が低下する際に表面部のコンクリート

に拘束されて生じていると推定できる。表面部のひ

び割れ指数の最小値は 0.90～0.95 となり、発生材齢

はコンクリート内部温度最大値発生時期である。い

ずれも内部拘束であると考えられる。 

ひび割れ幅は標準示方書のひび割れ指数とひび割

れ幅の図(解説図 4.2.2)から算定すると、中心部ひび

割れは 0.13mm、表面ひび割れは 0.28mm となり、目標

ひび割れ幅 0.3mm 以下に制御できる結果となった。 

５．温度計測結果  

 温度計測は４ロットで行った。中心部の最大温度

は 82.6℃、解析では 76.0℃であった。これは、予想

外気温に比べて実際の外気温が高かったことが原因

であると考えられる。 

６．型枠脱型後の養生  

 型枠脱型前はブルーシートで、脱型後の側面養生

はエアーキャップを用いて行った。エアーキャップ

内の湿度は図７に示すようにほぼ 85%以上を示し、乾

燥収縮によるひび割れ防止に効果があったと考えら

れる。なお、湿度が急激に低下している箇所は外気

温の日変化のピークに対応している。 

７．ひび割れの発生状況  

 ひび割れは橋脚下部（１，２ロット）ではほとん

ど発生せず、上部ほど多くなった。これは、上部ほ

ど養生期間が短く温湿度低下の影響を受けたことに

よる。最大ひび割れ幅は、0.1mm であり、ひび割れを

制御できた。 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 

 
 

図３ 各ロット中心部の温度 

 図４ 各ロット中心部ひび割れ指数

 図５ 各ロット表面部ひび割れ指数
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図７ エアーキャップ内の湿度 
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図６ 温度実測結果（４ロット） 
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